
歯科衛生学生が臨地実習で障がい者へと主体的に歯科保健指導を行うことにより、障がい者に対するイメージがどのように変化するのか

を調査し、明確にすることを目的とする。本研究により学生の障がい者に対するイメージの変化を明らかにすることができれば、臨地実習

が今後歯科衛生士として活躍する学生の育成に繋がるものと期待される。 
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